
 
 
 
 
 
 

子どもの「やってみたい！」を引き出す授業 

　先日、3年3組で校内研究全体授業研究会が行われました。授業者は、我部仙先生でした。

今回は、その授業においてのステキなポイントをご紹介いたします。 

１．わくわくする「本物の体験」 

　教科書だけでなく、実際にきな粉を作ってみるような

「本物の体験」が、子どもたちの心を動かし、学びの入り

口になります。 

２．「誰かに伝えたい！」気持ち 

　「6年生にすがたが変わる食品を教えてあげよう！」のように、6

年生に伝えるという相手意識と、授業の学びを生かして作品をつくる

という目的意識が、子どもたちの学び

のエンジンになります。 

３．ICTを活用して、学びを広げる 

　動画で分かりやすく学んだり、調べたサイトのリンクを貼

り付けたりと、ICTを活用して学びをどんどん広げています。 


